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1．はじめに




















































わが国ではあまり知られていなかった R. J. P. について詳しく説明した上で、わが国の企業がこれ
を導入する上での課題を整理している。この論文は現在でも、R. J. P. 概念の理解と整理に役立つ
ので、次章以降でも触れる。



































　厚生労働省の「新規学卒者の離職状況」によれば、平成 28 年 3 月大学卒業者（7）の 3 年以内の
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図1　新規大卒就職者の事業所規模別離職状況（各 3年目まで）
出所：厚生労働省のデータを基に筆者作成
規模計 5 人未満 5～29 人 30～99 人 100～499 人 500～999 人 1,000 人以上
卒





























2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
中小企業から中小企業 141 144 148 141 143 130 131
中小企業から大企業  62  75  88  98  98  97 107
大企業から中小企業  36  35  50  51  50  50  49
大 企 業 か ら 大 企 業  61  70  88  86 107  95 111
































十分な数のエントリー数を確保 3.25 3.43 3.03 3.44 ⑤ 3.38
選考中に求職者がドロップアウトするのを抑制 2.97 3.18 2.77 3.04 3.15
内定辞退者数を抑制 ④ 3.68 ⑤ 3.54 ④ 3.56 ④ 3.88 ③ 3.88
早期離職者数を抑制 ③ 3.82 ② 4.00 ③ 3.58 ① 4.16 ③ 3.88
採用人数と採用計画を一致させる 2.84 2.54 2.79 2.88 3.18
採用過少（採用予定人数よりも実際の採用者数
が下回ること）を回避 3.12 2.86 3.14 3.08 3.35
採用過剰（採用予定人数よりも実際の採用者数
が上回ること）を回避 2.84 2.36 2.92 3.12 2.85
ターゲット校からの採用 2.37 2.21 2.18 2.80 2.56
社風に馴染む人材を採用 ① 4.04 ① 4.25 ① 4.00 ③ 4.04 ② 3.94
高業績をあげる人材を採用 ② 3.88 ② 4.00 ② 3.71 ② 4.08 ① 3.97
人材の多様性を確保 3.18 2.93 3.15 ⑤ 3.36 3.29
ライバル企業に優秀な人材を奪われることを回避 2.44 2.36 2.35 2.60 2.56





4.1　Realistic Job Preview について
　本稿の提案を具体的に述べる前に、前述した R. J. P. という手法について説明する。R. J. P. を伝
統的な採用方法（リクルーティング）と比較したものが、図 3 である。




第 3 は「コミットメントを増大させる」効果である。筆者は、大学における R. J. P. によって、特


















4.2　現行の Realistic Job Preview の機会
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（ 1 ） 本稿は「高等教育無償化制度」に関する考察を主たるテーマとしていることから、そこで用いられ
ている「実務家教員」という呼称を中心に論述するが、「社会人教員」という呼称も従来から使われ
てきた。
（ 2 ） 「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）（中教審第 211 号）」（平成 30 年 11 月 26 日、
中央教育審議会）の用語解説によれば、実務家教員とは「専任教員のうち、専攻分野における実務の
経験及び高度の実務の能力を有する教員」であり、「専門職大学院に関し必要な事項について定める












（ 4 ） 1991 年には、札幌大学教授（当時）の鷲田小彌太による『大学教授になる方法』（青弓社）が出版
された。社会人に安易に大学教員への道を勧めるものとして批判もあったが、鷲田のその後の一連の
著作は、社会人教員増加のひとつのきっかけにはなった。
（ 5 ） 松野（2014） p. 52
（ 6 ） 松野は「学問的業績」として狭義の定義をしているが、「研究業績」と言う場合にはこれより幅広
い対象が含まれよう。
（ 7 ） 平成 29 年 3 月卒業者は 2 年以内の、平成 30 年 3 月卒業者は 1 年以内の離職率しか得られない。
（ 8 ） ㈱リクルートキャリア『就職白書 2020』p. 27



























独立行政法人　労働政策研究 ･ 研修機構（2017）『若年者の離職状況と離職後のキャリア形成』、JILPT 
調査シリーズ No. 164
リクルートキャリア（2020）『就職白書 2020』（就職みらい研究所発行、2020 年 6 月 11 日）
城西現代政策研究 第14巻 第１号72
 A new system of tertiary education learning support （so-called free tertiary education） was 
introduced from April 2020, and tertiary institutions that adopt this system must meet certain conditions. 
One of them is that it is now obligatory for institutions to offer classes taught by teaching practitioners 
（teachers with practical experience） for a specific number of hours. Until now, the hiring of practitioner 
faculty members has been left to each individual university. Will there any difference in the expected role 
of teaching practitioners under the new system?
 In this paper, the author focuses on the issue of newly employed graduates having a tendency of 
quitting soon after beginning work, which presents a major problem for companies, as well for the futures 
of the graduate themselves. In order to improve this situation, it is proposed that teaching practitioners 
should use their experiences to reach out to current students and motivate them in order to reduce 
numbers who quit soon after beginning work, according to the model of Realistic Job Preview （RJP）, in 
the field of human resource management （HRM）.
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